
米国UL寄 輔議塵 明治大学安全学研究所茉催

1安1金学入問

安全・安心な社会の実現のためには、工学的に Ⅲ単■キおⅢⅢ春■■||
篭 ミナ ■ の |1安 全を実現するだけでなく、社会科学や人文科学

圏畿‐ コニディネータ 向 殿 政男
も包含して、広く、統一的、包括的、領域横断的に

考察する必要がありま軌 このような新しい学問

が安全学で軌 本謡座では、安全とは何かなどの理念的な面、誤使用

などの人間的な面、消費者の生活や企業活動の社会的な面など、安

全学の立場から、安全の在り方について広く統一的に考えます。

(注)本講座は、理工学研究科新領域創造専攻の科目である安全学特

論1を一般に公開するものです。

襲講亀赫薦あずる鋳 | ■ |・  ■ ‐■ ‐‐

Greetings from Underwriters Laboratories inc,

Under、前riters とabo「atories inc. o「
Ⅲ
Uピ, is once again pleased and

hono「ed to partne「、川ith 閉ヽeli じniversity and P「ofessor Иヽukaidono,

the leading autho「ty irl Safenology in」apan,in support of Safety

Research ciasses  This innovative cu「「iculum、かr‖ help to educate

and stimulate students and business professlonals in the field of

p「oduct and pubic safety, 、村hich is of critical impo「tance as

p「oducts becorne rno「e and rno「e complex, and manufactu「e「s

employ supply chains that stretch around the、川o「ld  The cur「ent

econom c envi「onment a160 Creates a lleed to place n‐ore emphasis

on product safetj7,as cornpanies sirive to do「nore with less

ULis aじS headquartered cOmpany thatis focused on public saFety

tis co「po「ate l神isslon is Ⅲto promote safe iving and 、出o「king

envi「onrnenis for peoplei th「ough the appHcation of safety sctence

and hazard based safety engineering・,and to acrlieve this mission

ULか らのこ擦拶

アンダーライターズ ラボラトリーズ イ ンク(じL)としヽたしまして、安全研究の

ための講義の支援として、日本における安全学の第T人者であります明治大学、

同大学向殿教授とパートナーシップを組むことができ、再度の暮びとともに名誉

なことと考えております。この新しい考えに基づく議義は、製品や社会の安全の

分野における学生並びにビジネスに関わる方々を教育し、刺激を与えるお役に

たつことでしょう。そして、そのこと|よ、製品がますます複雑になりかつ製造業

の方々が世界に広がるサフライチェインを採用されるようになつたことで非常に

重要なこととなつています。昨今の経済状況は、企業というものがより少ないコ

ストでより多くのことをしようと努力されておられるなか、製品安全ということ

にもつと重点を置く必要性を生み出してしヽるのです。

じとは、公共安全ということに焦点をあてて事業を営んでいる米国に本社をお

く会社です。その企業ミッション、使命は、安全科学と八ザードベーストセ主フテ

■コーディネータ・講師紹介

描選鼓島糧多奎量轡崩発穀壕醤撃霊
科教授

明治大学大学院工学研究科博士課程修了。専門は、ファジィ
(あいまいの科学)理論、人工知能、機械安全。工学博士。元

日本ファジィ学会会長、元日本信頼性学会会長。現在、安全技
術応用研究会会長。日本学術会議連携会員。経済産業倉消費
経済審議会製品安全部会長。私立大学情報教育協会会長。

ふ私族機磐是習勇馨華晋督評票ぎ
造理工学部

早稲田大学理工学官ほ工業経営学科卒業。博士(工学)。金沢
工業大学教授を経て現職。専門は人間生活工学。著書に、
「ヒューマンエラー」(丸善)、「エンジエアのための人間工学」
(日本出版サービス)、「ワークショップメ、聞生活工学」(丸

善)などがある。

曜 日

会 場

時 間

定 員

回 数

受 講 料

土曜日

リパティタワー教室

13:00-16:10

50名

16国 (3日間)

10,000円 (一般)
9,000円 (法ムr)

教 材   オ リジナルレジュメ
安全に興味を持つ一般の方々から、安全を学習する学生・大学院生、およ

!袋養鼻   兼 イ ン ト ☆ ☆☆しくは公富庁の安全関係者 (安全管理者、製品設計者、法規・規格担当者、

価関係者、経営者、等)まで、広く受講されることを期待しています。

Ｍ
Ｏ
干

UL develops product safety standa「dsすoonducts safety testirlg and

certifies products for saFety lt is IA/e‖(nowvn to」apanese companies

llvho expO「t theFr p「Oducts to the USA,especiaいy lmanufactu「e「s of

electrical and electronic devices

As wye erlter ou「thi「O year of pa「inership vvith ヽ4eⅢl じniVersity,、‖e

salute the students lrJho llAr‖l patticipate in P「ofesso「卜西ukaidono s

ciasses As yOu complete these ciesses,‖ke Uと,you vv‖ be w7orking

fo「a safer、何ordsand bu‖ding a safe「society

Sr Vicc President&Pじb‖c Safety Otticer

イーエンジエアリング (HBSE)を 通じて人々のために安全な生活と職場環境

を促進することであり、その使命達成のため、ULは 、安全規格を策定し、安全

試験を行い、そして製品安全認証を発行しています。電気 電子機器の製造業を

中心に、米国に製品を輸出される日本の企業の皆様によくしられています。

明治大学とパートナーシップを組み始めてから三年になるわけですが、向殿教

授のクラスを受講される曽様に敬意を表したしヽと存じます。この講義を修得さ

れて、Uとのように安全な世界の構築にむけてお仕事をされ、またより安全な社

会を作り上げていかれることと存じます。

敬臭

オーガスト W シ ェユファー

上級副社長兼公共安全担当役員

鰭凸覆義套梁登鞭 教授
京者ほ大学理学部卒業、通商産業省化学品安全課、工業技術
院技術審議官、経済産業省製造産業局次長等を歴任。東京
農工大学教授・副学長を経てお茶の水女子大学教授。化学生
物総合管理学会会長、社会技術革新学会会長、学術博士。

晶未法畿轡軽智彗誘薪曜斐轟畢許
授

千葉大学大学院工学研究科修士課程建築学事攻を修孔 建
築・都市計画コンサルタントの (株)マヌ都市建築研究所を経
て、現職。博士 (学術)。

尊問は都市計画、都市防災、都市防犯。(財)都市防災研究
所評議員。書書に『防犯まちづくり』(ぎょうせい)、F大震災
に備える』(丸善)。
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安全字のすすめ

安全とは何か、リスクと|よ何か等の安全の哲学的な面の紹介と共に、安全学という新しい安全に関する字間の全体像を

紹介する。

向殿

2

3

物
ω

個人から安全を考える

製品の 「誤使用」や、「使いやすし」製品設計等の安全に関連したとューマンフアクターについて詳しく紹介をする。
小松原

4

5

研
住

世界の中の費食学

グEl―バル化した現代で、我が国だけで安全を考えることはもはや出来ない。世界の中の安全学として、世界的な観点わ`

らの安全の在り方についての現状と将来につしヽて考察する。

増題

6

7

5/29
(士)

地域における安全を考える

身近な地域における災書と犯罪の事前予防に焦点をあて、まちづくりを通した安全と安心の確保につしヽて考察する。
山本

8

９

　

一　

‐０

般
ω

社会制度として安全を倉」る

安全の規員」や安全の社会制度の在り方を考えることを通して、安全と責任の関係について考察する。
杉本

＝
　
一　
セ

6/26
(土)

企業としての安全活動

安全なものづくりや安全な経営において、企業の安全文化を構築し、企業の社会的蓑任を果たすこと、そして企業の持続

的可能性について考察する。

曽醸

‐３

！

一
　

１４

初
仕

ものと環境としての安全

材料や物質を通して環境の安全を考えると共に、リサイクルを通して安全を創ることを考える。
菊池

‐５

　

！一　

‐６

物
的

暮らしから安全を考える

リスクコミュニケーションの基礎について紹介すると共に、安全におけるリスクコミュニケーションの重要性と、リスク

コミュニケーションの実践等についても考察する。

北 野

(懇親会)なお、最終日のフ月24日 に|よ、授業終了後、講師と履修者全員参加で懇親会を開催し、フリーディスカッションを行う予定です。

この講座のお申込|よ、「電話」「FAX」「メーサ閉での受付となります。ホームページからの 「オンライン申込」はこ利用しヽただけませんのでご了承ください。

車 03‐3296‐4423毬 受騒漁勝03‐3296‐4542軽 麗目騒鰺academy④mics.meけ,.ac.Jp

ど

課

彦未挺i暴署葉蜜整章奎覇縛
全系教授

早稲田大学大学院修士、労働省産業安全研究所機械研究部
主任研究官、工学院非常勤講師、北九州市立大学国際環境
工学部機械システムエ学科教授を経て、現職。NPO安 全工学
研究所理事長を併任。長らく、自動化技術、ロボット技術に伴
う安全についてのプラスとマイナスの両面からの研究に従事。
工学博士。

曽 議 陸 臭 竪 謡 ヂ鞠 譲 彎 舗 摺

東海大学工学部航空宇宙学科卒業。日本情報研究センター

を経て、現在に至る。専F弓は航空宇雷工学、構造理論、材料
強度、システムエ学等。人工衛星の事故調査を初め、各種エ

学問題の解決のためのシミュレーションや機械構造物の設計
支援システムの開発に従事し、最近は製品安全・機械安全に

係る技術規格の体系化や制度設計の研究に従事。

発れ疑艶播多杢量撃詠鰹
教授

1974年から建設廃棄物、工業目J産物の再資源化に関する実

験的研究に着手し、その後、建築材料の環境影響評価システ
ム、目的指向型材料設計システム、解体設計システム等を構

築。国土交通省や神奈川県等のグリーン調達関連委員会・建

築材料の」iSの改正等の委員長を歴任。また、環境保全・資

源循環に関する技術開発を民間企業・自治体等の委託を受け

て実施している。工学博士。

晃鈴要轡貸鋒謡騨望蟹評
教授

1942年東京都に生まれ、1965年明治大学工学部工業化学
科卒業.1972年東京都立大学大学院工学研究科博士課程

修了 (工学博士)。(財)化学物質評価研究機構企画管理部

長、淑徳大学教授を経て、2006年4月より現職。経済産業省

化学物質審議会委員及び産業構造審議会委員、環境省中央

環境審議会委員。専門は、環境化学、リスクコミュニケーショ
ン。2004年度日本分析化学会技術功績賞受賞、2006年度

環境科学会学会賞受賞。
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違 .1葺署調軍野4Xフ |‐オ||■ムー船 会員崩

喜裂繰真獲選智冒早ユ!|:〒I FAX 03‐312916お415412 (TEL 03‐3296‐4423)
GⅢじめてみ律車1章詣ゆ=■ |ID ⇒  (1 新 規入会 )1こ o印 をして、 ① 義座裏詩申込欄 十  ② 入会申込欄 を 記入

篠 実や 0々0ア■蔑八会研 ■,D ◇  (2 会 長更新 )1こ o印 をして、 ① 話座受講申込欄 十  ○ 入会申込欄 を 記入

(追去確 真で,'■ 力■|■|■)⇒ Q 再 入 動 に○印をして、 ① 誕 受講申込欄 + ② 入会申込欄 を 記入
*会員更新|よ、会員期間内(3月末国)のみ手続き可能です。会員期間を過ぎた場合(4月'日以降)は、再入会になります。

e華討苺革●字申車却峰本会幼つ ⇒ ①講座受講申込欄 のみ記入

①
講
座
受
講
申
込
欄

②
入
会
申
込
欄

会長き標罫報※既にリバティアカデミー会員の方のみ記入してください。
会長番号 氏 名 電話番号

お申込講座
NO 講座コード 講座名

2

3

1.明 治大学カー ド会員   カ ー ドブランド:□UCカ ー ド ロ DCカ ー ド ロ NtCOSカ ー ド

□三井住友カー ド ロ 」CBカ ー ド

2.学 生 ・ 生 徒     [学 校名 !              /学 部学科 ・学年

3 明 治大学教職員     [所  属 :               ]

4.リ パティアカデミー特別会員 (明治大学120周 年募金に協力し、特別会員証を授与された方)

5 福 利厚生倶楽部会員、CLUB CCl会 員、ふろむな倶楽部会員、Ctub Off AIliance

64ベ ネフィット・ステーション会員

該当項目について数字を
○印で園んでください。 1.新 規入会 2.会 員更新 3.再 入会

私は、「リパティアカデミー入会と受講のご案内」(p84、85)を 確認し同意したので、入会を申し込みま仇

フ リ ガ ナ

氏  名 郵釈Lヨ 円 に

連 絡 先

□ 自宅

□ 勤務先

住 所

T

鴫 話 F A X

携帯電話 Eメールアドレス
!性  層 」 男 女   1生 年月日(西暦) 年 月 日

勤務先名 所 属 部 課 役 職

学 校 名 学部 ・学科 学 年

こ自身にあてはまる項目について、数字を○印で田んでください。

こ 職  業   1大 学生 2専 門学校生 3会 社員 4。会社経営・自営 5学 校/医 療・福祉関係 6.公務員
フ専門職(会計士等)8ア ルバイト・派遣社員 9。主婦 10.無 職 11.そ の他

こ興味。こ関心のある分野について、数字を○印で囲れでください。(3つまで)。
1ャ考古学 2_日本史 3博 物館 4世 界史 5音 楽 6`絵画 フ.文章表現・創作 8.日 本文学 9.映画・写真
10外 国文学 11伝 統文化 12福 社・介護 13.教 育心理学 14.環 境 15バ イオ・食物 16外 国語会話
1フ旅行 18 NGO・ NP0 19政 治・行政 20。経営 21.財 務・金融 22組 織・人事 23法 律・法務
24`マーケティング 251T,情 報 26.中 小企業経営 27 MBA 28.起 美・ベンチャー 29.資 格取得
30そ の他( )

※入会だけのお申込はできません。必す上欄「講座受話申込繍」もご記入ください。

86  A/1EI」 I UNIVERSiTY LlBERTY ACAD仁 lv4Y


